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6月27日に開催された企業決算特別委員会において、
平成18年度病院・水道事業会計とも慎重に審査が行われ、
7月4日の本会議において認定されました。

問水道普及率は99.3%であるが、未普及家庭への対
応は。
答安心、安全の観点から今後も上水道への加入を
要請していく。
問水道事業における減価償却の考え方は。
答資産に伴う減価償却費である。次の資産を更新
するための費用に充てる。配水管は40年、機械は
15年など定額法で行っている。
問受水量、契約水量と使用水量の関係は。
答掛川市の大井川広域水道企業団からの1日受水
量は40,400㎥で、基本的には年間配水量の 80.2%
となり、残りが自己水である。契約水量第1期分は
日量49,600㎥であるが、使用しなくても基本料金
は支払うことになる。
  掛川市の1日平均給水量は43,661㎥で、前年度対
比0.7%減少している。
問今後、第2期の第一段階で契約水量が増え、日量
15,000㎥余裕がある。しかし、使用水量が伸びない
のに基本料金だけは、支払うことになる。どういう見
通しをもっているのか。見直す考えはないか。
答重要な課題である。新エコポリスの拡張を図
り、企業誘致を視野に入れ、10年後には約5,000
人の人口増の予測もあるなかで使用水道の増加に
努めていく。
問未収金が増加している。理由と対策は。
答所在不明や納入意識の希薄が多い。6ヶ月間経
過すれば給水停止の措置をとっている。
  なお、今年の4月からコンビニ収納が可能となり
効果をあげているので期待している。

６月定例会
決算特別委員会
　　　委員長報告

地域医療の危機が叫ばれ、自治体病院の存続不安
がささやかれる中、委員15名と市長、病院関係者
の出席を得て、決算審査が行われた。

問今期は赤字決算となった。運営責任者として市長
に責任は帰属すると思うがいかがか。
答法律的にも責任はあると思う。また、無過失責
任としてもその責任は市長に及ぶと考える。
問病院関係者の昼夜にわたるご苦労がありながら、
赤字経営を余儀なくされるのは納得いかない。
答民間の医師が集まる病院と地方公立病院のよ
うに医師の減少が顕著となっているいま、欠員を
他の医師が補う現状では負担は倍加しており、こ
の状況の改善なくして、その比較はできないと思
う。
問一般会計からの8億円の拠出は適切な数字か。ま
た、今後の経営改善について、いかなる方策があるか
を伺う。
答8億円の投入は現在の取り巻く諸事情から、や
むなしと思う。経営改善は、19年度より病院経営
を長期的視野で企画立案、情報収集等の専門分野
の部署を設けた。また、専門コンサルの導入も図
り、職員一体となり努力していきたい。

他の質疑も活発に行われ、医師不足の問題や病診
連携の今後の進め方、国の施策の問題点や救急医
療なども挙げられた。

水道会計決算委員長報告（抜粋） 病院会計決算委員長報告（抜粋）

水道事業会計決算
事業収益 2,882,307千円　　
事業費用 2,707,331千円　　
純利益 174,976千円　　

病院事業会計決算
事業収益 8,789,560千円　　
事業費用 9,107,078千円　　
純損失 317,518千円　　
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◆
平
成
十
九
年
度
掛
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算(

第
１
号)

問
非
核
平
和
都
市
宣
言
趣
旨
普

及
事
業
費
は
、
経
常
的
な
予
算

措
置
な
の
か
。
こ
の
な
か
に
は

教
育
的
予
算
措
置
も
あ
る
の
か
。

答
都
市
宣
言
の
内
容
を
広
く
周

知
す
る
た
め
に
、
非
核
平
和
都

市
宣
言
の
全
文
を
記
載
し
た
看

板
を
本
庁
及
び
大
東
、
大
須
賀

支
所
の
三
ヶ
所
に
設
置
す
る
費

用
八
十
万
円
で
あ
り
、
経
常
的

な
予
算
措
置
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
こ
の
な
か
に
は
、
教

育
的
な
予
算
措
置
に
つ
い
て
は

含
ま
れ
て
い
な
い
。

◆
平
成
十
九
年
度
〜
平
成
二
十
年

度
債
務
負
担
行
為
竹
の
丸
修
復

整
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結

問
工
事
に
関
し
て
、各
種
の「
下

職
（
し
た
し
ょ
く
）」
さ
ん
が

関
係
し
て
く
る
が
、
掛
川
市
内

の
業
者
で
仕
事
が
で
き
る
よ
う

に
指
導
す
る
の
か
。

答
下
請
け
工
事
の
業
者
に
つ

い
て
は
、
技
術
的
要
件
の
ほ
か

に
、
請
負
業
者
の
方
針
や
経
済

的
な
事
情
、
地
理
的
要
因
な
ど

と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件

に
よ
っ
て
選
定
さ
れ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

問
入
札
の
結
果
、
落
札
率
は

何
％
で
あ
っ
た
か
。

答
入
札
は
、
平
成
十
九
年
五
月

二
十
四
日
に
制
限
付
き
一
般
競

争
入
札
に
よ
り
、
十
一
社
で
執

行
し
た
。

　

落
札
率
は
、
八
十
九
・
九
％

で
あ
る
。

６
月
定
例
会
の
経
過

６
月

●
13
日　
本
会
議
＝
平
成
十
八

年
度
企
業
会
計
決
算
、平
成

十
九
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
等
各
議
案
の
市
長
提
案
理

由
説
明
、監
査
委
員
の
決
算

審
査
説
明

●
21
日　
本
会
議
＝
一
般
質
問

●
22
日　
本
会
議
＝
一
般
質
問

●
25
日　
本
会
議
＝
議
案
質
疑
、

一
部
採
決
。議
案
・
陳
情
常
任

委
員
会
付
託
。企
業
会
計
決

算
特
別
委
員
会
設
置
、付
託
。

　

常
任
委
員
会
＝
付
託
議
案
・

陳
情
審
査

●
27
日  

企
業
会
計
決
算
特
別

委
員
会
＝
付
託
議
案
審
査

●
４
日　
本
会
議
＝
決
算
特
別

委
員
会
・
常
任
委
員
会
委
員

長
報
告
、討
論
、採
決
。（
人
事

関
係
議
案
）市
長
提
案
説
明
、

採
決
。陳
情
審
査
結
果
報
告
。

議
会
提
案（
意
見
書
）採
決
。

可決された意見書（要旨）
下水道整備の促進に関する意見書

　現在、市町村合併が進んでいる中、円滑に整備を推進するた
め下水道法施行令による特例措置が講じられているが、その期
限は平成19年度末であるため、本市においては、その後の下
水道整備の遅れが懸念されているところである。
　よって国においては、下記事項の実現を図ることを強く要望
する。

記

１　下水道整備の着実な推進と下水道普及率の地域間格差の是
正を図るため、十分な予算措置を講ずること

２　合併後の市町において、平成20年度以降の下水道普及率
の伸びを確保するとともに、下水道整備に遅延が生ずるこ
とのないよう下水道法施行令による合併特例措置の延長を
図ること

（提出先:衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、国土交通大
臣、総務大臣）

７
月

平成20年度まで修復工事が行われる「竹の丸」

　道路整備を緊急かつ計画的に推進するため、安定した道路整
備財源の確保を図っていただくとともに、次の事項の促進に関
して特段の配慮がなされるよう強く要望する。

記

1　新市まちづくりを推進するための市町村道整備
2　交通安全対策、沿道環境改善対策等、安全で快適な生活環
境づくりを推進するためのそれらに資する施設の整備

3　重要路線の交通の円滑化を図るための国道一号バイパス・
国道150号の4車線化

（提出先:衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、
国土交通大臣、内閣官房長官、衆議院国土交通委員長、参議
院国土交通委員長）

道路整備予算の確保に関する意見書
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日
本
中
の
医
師
、
看
護
師
不

足
は
国
の
「
医
療
費
抑
制
策
」

に
よ
り
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
原
因
を
解
決
せ
ず
し
て
、
統

合
し
て
も
新
た
な
問
題
が
派
生
す

る
だ
け
で
あ
る
。
私
達
は
「
市
立

病
院
を
充
実
し
存
続
す
る
会
」
の

準
備
会
発
足
を
市
民
各
層
と
め
ざ

し
て
い
る
。

　

勇
気
を
持
っ
て
呼
び
か
け
人
に

な
っ
て
く
れ
た
人
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
賛
同
者
が
あ
り
、
近
く
準
備

会
を
発
足
す
る
。
最
近
、
政
府
も

国
民
の
批
判
に
「
医
師
の
増
員
や

開
業
医
と
の
格
差
」
を
言
い
出
し

た
。
今
、
袋
井
と
の
統
合
は
拙
速

な
判
断
と
思
う
が
。

国
の
方
針
は
、
医
療
員
を
こ

れ
以
上
増
や
す
わ
け
に
は
い

か
な
い
と
、
十
年
か
ら
二
十
年
の

間
に
ベ
ッ
ド
数
を
今
の
半
分
以
下

に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
公
的
な
病

院
が
自
然
と
な
く
な
っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。
こ
れ
を
批

判
ば
か
り
し
て
も
仕
方
が
な
い
。

一
体
、
我
々
は
、
ど
う
生
き
残
っ

て
い
く
の
か
、
生
き
残
り
策
を

考
え
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

【
他
の
質
問
事
項
】

浜
岡
原
子
力
発
電
所
、
市
民
の
税

負
担
軽
減

袋
井
市
民
病
院
と
の
統
合
は
拙せ

っ
そ
く速
な
判
断
で
は
な
い
か

水
谷
陽
一
（
日
本
共
産
党
）

Q

A

「市立病院を充実し存続させる会」準備会

掛
川
市
立
総
合
病
院
の
あ
り

方
に
関
す
る
検
討
委
員
会
か

ら
出
さ
れ
た
提
言
書
に
は
、「
病
院

は
急
性
期
病
院
と
し
て
の
役
割
を

担
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
場
合
に

は
、
広
域
化
を
考
慮
し
て
、
袋
井

市
と
の
統
合
に
よ
る
新
病
院
の
設

立
並
び
に
菊
川
市
・
御
前
崎
市
を

は
じ
め
と
す
る
中
東
遠
医
療
圏
を

対
象
と
し
た
近
隣
自
治
体
と
の
連

携
、
統
合
、
再
編
に
よ
る
新
病
院

を
目
指
す
こ
と
」
と
あ
る
が
、
こ

の
提
言
を
ど
う
受
け
止
め
ど
う
い

う
方
向
へ
進
む
の
か
を
、
病
院
の

開
設
者
と
し
て
、
ま
た
、
提
言
を

要
請
し
た
市
長
と
し
て
、

意
志
を
表
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
「
議
会
の
皆
さ
ん
の
方

針
に
従
う
」
で
は
、
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
資
質
が
問

わ
れ
る
。

｢

昨
年
の
特
別
委
員

会
の
提
言
に
従
っ
て

い
く
こ
と
が
最
も
妥
当
だ

と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に

沿
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
現

将
来
の
病
院
の
あ
り
方
は
提
言
書（
広
域
化
）ど
お
り
か

髙
木
敏
男
（
親
和
会
）

QA

市長へ提言書を提出する澤委員長

在
の
病
院
機
能
を
維
持
す
る
こ
と

は
難
し
い
。｣

と
議
会
で
も
説
明

し
て
い
る
。

　

袋
井
市
は
、
掛
川
市
が
ど
う
い

う
判
断
を
す
る
の
か
を
待
っ
て
い

る
。
こ
れ
が
い
つ
ま
で
待
て
る
の

か
は
、
は
っ
き
り
と
は
わ
か
ら
な

い
が
、
今
年
の
夏
く
ら
い
が
袋
井

と
し
て
は
大
き
な
山
と
な
る
の
で

は
な
い
か
。

【
他
の
質
問
事
項
】

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
活
用
、
小
笠
山
の
利
活

用
、
教
育
問
題

Q&A一般質問
 ● 質問部分は、
　 質問者本人が
　 作成しました。
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路
線
の
北
側
未
整
備
区
間
の

交
通
量
は
、
平
成
十
七
年

度
の
調
査
で
は
平
日
約
五
千
台
と

報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も

部
分
的
な
改
修
は
行
わ
れ
て
き
た

が
、
歩
道
も
な
く
一
部
に
は
狭
隘

な
箇
所
が
あ
る
た
め
、
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
い
る
が
、
財
政
的
な

事
情
か
ら
事
業
化
に
至
っ
て
い
な

い
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

　

今
回
策
定
さ
れ
た
向
こ
う
二
十

カ
年
に
お
け
る
道
路
整
備
計
画
の

中
に
提
案
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
計

画
の
中
で
推
進
し
て
い
き
た
い
。

【
他
の
質
問
事
項
】

第
二
東
名
供
用
開
始
に
係
る
ま
ち

づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

「
都
市
宣
言
」
と
は
、
そ
の

ま
ち
の
あ
り
方
、
理
念
、
ビ

ジ
ョ
ン
を
市
民
と
共
に
内
外
に
明

ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

新
市
、
新
設
合
併
に
よ
り
、
全

国
に
誇
る
こ
の
宣
言
が
失
効
し
、

掛
川
市
の
歴
史
に
、
そ
し
て
市
民

に
空
洞
感
を
与
え
て
い
る
。

　

市
長
は
、
改
め
て
培
わ
れ
て
き

た
掛
川
市
の
生
涯
学
習
運
動
を
再

確
認
し
、
グ
レ
ー
ド
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
、
地
方
分
権
時
代
の
力
の

あ
る
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
、
再
宣
言
を
決
断
す
べ
き

で
あ
る
。

生
涯
学
習
は
、
最
近
も
韓
国

な
ど
か
ら
視
察
に
来
て
い
る

こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
旧

掛
川
市
と
し
て
誇
り
得
る
も
の
だ

と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
一
方

で
は
一
か
ら
十
ま
で
す
べ
て
「
生

涯
学
習
」
を
掲
げ
る
の
は
ど
う
か

と
い
う
意
見
も
あ
り
、
地
域
間
で

の
温
度
差
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で

あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
生
涯
学
習
に

つ
い
て
の
重
要
性
は
十
分
感
じ
て

長
谷
桜
木
線
の
拡
張
、

整
備
構
想
の
進
展
は

長
谷
桜
木
線
（
桜
木
中
央
道
）

の
交
通
量
増
大
を
ど
う
把
握

し
て
い
る
か
。
具
体
的
拡
張
、
整

備
の
構
想
を
伺
う
。

再
宣
言
す
べ
き
「
掛
川
市
生
涯
学
習
都
市
宣
言
」

堀
内
武
治
（
み
ど
り
の
会
）

QA

QA

お
り
、
議
会
で
の
審
議
を
お
願
い

し
て
い
き
た
い
。

行
政
に
お
い
て
二
〇
〇
七
年
問
題
に
ど
う
取
り
組
む
か

狩
野 

恒
（
親
和
会
）

①
団
塊
世
代
の
一
斉
退
職
が

始
ま
り
本
格
的
な
高
齢
化
社

会
が
到
来
し
た
。
行
政
は
、
こ
の

世
代
に
何
を
期
待
す
る
の
か
。
地

域
活
動
に
参
加
を
促
す
施
策
を
持

ち
合
わ
せ
て
い
る
か
。
ま
た
、
既

存
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
存

在
と
活
動
内
容
を
改
め
て
周
知
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

②
元
気
な
高
齢
化
世
代
の
増
加

に
合
わ
せ
、市
街
地
の
一
角
に
「
癒

し
の
場
」
と
し
て
、
格
調
高
い
寄

席
演
芸
施
設
の
構
築
を
提
案
す

る
。

　

古
典
芸
能
応
援
施
設
と
、
に
ぎ

わ
い
界
隈
創
出
を
望
む
中
心
市
街

地
活
性
化
に
繋
が
る
も
の
と
考
え

る
。
市
民
を
育
て
る
観
光
施
設
と

も
な
り
得
る
。
当
局
の
所
見
を
伺

う
。 Q

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
、

次
の
雇
用
の
場
の
確
保
に
つ
い

て
市
と
し
て
も
取
り
組
ん
で
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
退
職
後
地
域
に
と
け
込
ん
で

い
く
た
め
、
河か
わ
ち
な
が
の

内
長
野
市
で
行
わ
れ

て
い
る
「
男だ
ん
だ
ん談
」
と
い
う
取
り
組
み

A

な
ど
、
今
後
施
策
の
一つ
と
し
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。
周
知
方
法
と
し

て
は
、
口
伝
え
、
声
か
け
も
一
つ
の

方
法
だ
と
思
う
。

 　
「
癒
し
の
場
」
に
つ
い
て
は
、
緑

の
精
神
回
廊
事
業
を
平
成
二
十
一

年
度
か
ら
五
カ
年
継
続
し
た
場
合
、

現
在
残
さ
れ
て
い
る
事
業
の
ほ
か
に

も
地
域
お
こ
し
の
事
業
、
夢
の
あ
る

仕
事
を
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
そ
の
一つ
に
こ
の
こ
と
を
考
え

て
い
る
。
非
常
に
大
事
だ
と
い
う
認

識
を
持
っ
て
い
る
。

【
他
の
質
問
事
項
】
消
防
団
員
確
保

生涯学習の拠点「生涯学習センター」

旭ケ丘区｢ずぼらの会｣（ボランティア）
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下
水
料
金
の
統
一
化
の
作
業

が
進
ん
で
い
る
と
聞
く
が
、

市
町
村
設
置
浄
化
槽
使
用
料
金

は
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。
ま

た
、
浄
化
槽
の
維
持
管
理
上
、
汚

泥
抜
き
取
り
処
理
の
経
費
が
一
番

か
か
る
こ
と
、
及
び
汚
泥
処
理
施

設
の
耐
久
性
を
考
え
て
、
法
の
規

制
緩
和
を
求
め
特
区
申
請
を
す
る

考
え
は
な
い
か
。

当
面
は
現
行
の
浄
化
槽
使
用

料
を
お
願
い
し
た
い
。
今
後
、

設
置
基
数
が
増
加
し
て
い
く
中

で
、
経
営
の
評
価
が
可
能
と
な
っ

た
と
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

浄
化
槽
管
理
に
お
け
る
特
区
申
請
の
考
え
は

戸
塚
久
美
子
（
み
ど
り
の
会
）

QA

合併浄化槽の設置

常
備
消
防
力
の
空
白
域

に
お
け
る
分ぶ

ん
け
ん
じ
ょ

遣
所
設
置

は
、
広
域
消
防
移
行
に

お
い
て
、
ど
う
計
画
さ

れ
て
い
る
か

国
の
方
針
を
受
け
、
県
で
は

広
域
消
防
化
に
向
け
て
計
画

を
策
定
中
で
あ
る
。
掛
川
市
に
お

当
市
で
は
、
消
防
署
の
建
設

と
い
う
問
題
も
控
え
て
い

る
。
こ
れ
も
含
め
て
県
の
示
す
広

域
エ
リ
ア
が
ど
う
な
る
の
か
と
い

う
こ
と
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
そ
れ
に
向
け
て
、
職
員
数

な
ど
の
問
題
も
あ
る
が
総
合
し
て

消
防
全
体
の
機
能
を
高
め
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
分
遣
所
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
財
政
的
事
情

も
考
慮
し
な
が
ら
考
え
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

【
他
の
質
問
事
項
】
三
笠
民
俗
資
料

保
管
庫
は
じ
め
八
ヶ
所
の
分
散
資

料
・
文
化
財
活
用

Q

A

多
重
債
務
者
に
市
の
相
談
窓
口
の
設
置
を

鷲
山
喜
久
（
日
本
共
産
党
）

ま
じ
め
に
働
い
て
も
、
生
活

水
準
以
下
の
生
活
し
か
で
き

な
い
貧
困
層
が
激
増
し
て
い
る
。

サ
ラ
金
か
ら
借
り
て
返
済
に
困
っ

て
い
る
人
は
、
全
国
で
二
百
万
人

以
上
い
る
と
い
わ
れ
、
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
掛
川
市
と
し
て
、

相
談
窓
口
を
設
置
し
て
、
新
た
な

多
重
債
務
者
を
生
ま
な
い
よ
う
に

す
べ
き
で
あ
る
。

Q
他
市
と
同
じ
く
、
当
市
の
商

工
観
光
課
で
も
消
費
者
相
談

の
窓
口
を
設
置
し
て
お
り
、
そ
ち

ら
で
も
こ
の
種
の
相
談
を
受
け
付

け
て
い
る
。
周
知
に
努
め
た
い
。

A
安
倍
内
閣
が
で
き
て
、
憲
法

を
め
ぐ
る
情
勢
は
、
大
き
く

動
い
て
い
る
。
戦
前
に
戻
る
よ
う

な
国
や
社
会
に
な
っ
て
は
い
け
な

い
。
政
教
分
離
の
立
場
や
市
長
が

Q

市
長
が
市
民
の
代
表
と
し
て

行
動
し
た
と
き
、
国
の
た
め

に
尊
い
生
命
を
犠
牲
に
さ
さ
げ
ら

れ
た
英
霊
に
対
し
て
参
拝
す
る
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
決
し
て
悪

い
こ
と
で
は
な
い
。
会
費
と
い
う

形
で
納
め
る
こ
と
が
妥
当
だ
と
考

え
て
い
る
。

【
他
の
質
問
事
項
】
都
市
計
画
税

A

　

現
在
、
特
区
申
請
の
準
備
を
し

て
い
る
。
し
か
し
、
他
地
区
で
も

認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ

り
、
こ
の
可
能
性
は
高
い
と
は
言

え
な
い
。

静岡県護国神社

市
長
は
市
長
交
際

費
か
ら
静
岡
県
護

国
神
社
へ
の
支
出

を
や
め
る
べ
き

憲
法
を
守
る
立
場
か
ら
交
際
費
支

出
は
や
め
る
べ
き
で
あ
る
。
非
核

平
和
都
市
宣
言
を
し
た
市
長
と
し

て
の
行
動
が
今
重
要
で
あ
る
。

い
て
は
、
消
防
充
足
率
が
県
内
で

も
低
い
体
制
と
な
っ
て
い
る
が
、

広
域
化
以
前
に
ど
う
方
向
づ
け
る

の
か
。
ま
た
、
常
備
消
防
力
の
空

白
域
に
お
い
て
救
急
救
命
体
制
強

化
の
た
め
に
も
、
分
遣
所
設
置
は

大
切
な
位
置
づ
け
で
あ
る
が
、
ど

う
考
え
る
か
。
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公
共
下
水
や
集
落
排
水
の
新

規
事
業
認
可
が
不
透
明
な

現
在
、
市
で
は
市
町
村
設
置
型
合

併
浄
化
槽
の
推
進
を
図
っ
て
い
る

が
、
①
設
置
経
費
等
の
自
己
負
担

部
分
が
他
の
事
業
よ
り
多
く
な
い

か
。
②
放
流
ポ
ン
プ
本
体
及
び
設

置
工
事
費
・
維
持
管
理
費
を
市
の

負
担
と
す
る
考
え
は
あ
る
か
。
③

地
域
の
地
形
状
態
に
よ
り
異
な
る

が
、
排
水
路
整
備
に
つ
い
て
の
考

え
方
は
。
④
使
用
料
金
の
他
事
業

と
の
整
合
性
は
い
か
に
。

放
流
ポ
ン
プ
は
、
個
々
の
排

水
設
備
と
し
て
個
人
負
担

で
お
願
い
し
た
い
。
な
る
べ
く
ポ

ン
プ
を
設
置
し
な
く
て
す
む
方
法

を
検
討
し
な
が
ら
進
め
る
が
、
最

終
的
に
は
設
置
者
の
判
断
と
し
た

い
。
排
水
路
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

測
量
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
も
と

に
個
人
ご
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
排
水
先
の
確
保

に
努
め
て
い
く
。
使
用
料
の
整
合

性
に
つ
い
て
は
、
個
人
が
設
置
し

た
浄
化
槽
の
維
持
管
理
料
と
の
整

合
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど

公
共
下
水
三
事
業
の
整
合
性
を
問
う

雜
賀
祥
宣
（
親
和
会
）

QA

指定の日時にゴミを出しましょう

市
所
有
の
住
民
情
報
を
自
治

区
に
提
供
す
る
の
は
、
現
行

の
個
人
情
報
保
護
法
や
条
例
の
運

用
上
適
当
で
な
い
と
解
釈
さ
れ
て

い
る
。
当
面
は
各
自
治
会
で
作
成

し
て
も
ら
う
し
か
な
い
。
ア
パ
ー

A か
ら
、
当
面
は
現
行
の
使
用
料
で

お
願
い
し
た
い
。

ゴ
ミ
の
回
収
と
分
別

収
集
に
お
け
る
自
治

会
役
員
の
役
割
と
啓

発
は指

定
日
以
外
の
ゴ
ミ
の
搬
入

や
無

※
記
名
不
法
ゴ
ミ
の
処

理
等
を
自
治
会
役
員
が
し
て
い
る

が
、
市
で
は
ど
の
よ
う
な
指
導
を

し
て
い
る
か
。
ま
た
、
居
住
者
の

情
報
等
を
行
政
と
し
て
、
ど
の
程

度
な
ら
公
表
で
き
る
か
。
集
合
住

宅
等
へ
の
指
導
、
対
応
に
つ
い
て

伺
う
。

※
無
記
名
不
法
ゴ
ミ
の
処
理
…
大
東
、
大

須
賀
地
区
を
は
じ
め
と
す
る
一
部
地
域
に

お
い
て
実
施
。

Q

大
東
・
大
須
賀
地
区
で
、
平

成
二
十
年
四
月
か
ら
始
ま
る

都
市
計
画
税
に
つ
い
て
、
反
対
す

る
も
の
で
は
な
い
が
、
課
税
区
域
・

国
土
調
査
未
完
了
・
税
率
な
ど
で

不
公
平
感
を
持
つ
。

　

計
画
の
見
直
し
を
す
べ
き
と
思

う
が
い
か
が
か
。

大
東
・
大
須
賀
地
区
に
課
税

す
る
に
際
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
の
特
徴
を
よ
く
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

同
時
に
、
今
ま
で
の
掛
川
地
区
の

制
度
に
問
題
が
あ
る
の
な
ら
、
こ

の
際
見
直
し
を
し
て
い
き
た
い
。

都
市
計
画
税
の
見
直
し
の
考
え
は

高
塚
昌
彦
（
親
和
会
）

QA

全
体
的
に
は
う
ま
く
い
っ
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
。
大
河

ド
ラ
マ
館
に
つ
い
て
は
苦
戦
し
て

い
る
と
受
け
取
ら
れ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
こ
れ
は
昨
年
、
来
客
者

が
非
常
に
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と

が
あ
る
。
実
際
に
は
、
今
年
も
例

年
よ
り
お
城
へ
来
る
お
客
が
増
え

て
お
り
、
相
乗
効
果
が
出
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
今
後
も
努
力
し

て
い
き
た
い
。

【
他
の
質
問
事
項
】

青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
浄
化

A

市
長
の
政
治
姿
勢
を

問
う現

在
実
施
中
で
あ
る
次
の
施

策
の
う
ち
、
年
度
初
め
の
い

ま
、
評
価
は
早
す
ぎ
る
と
は
思
う

が
、
市
長
自
身
は
ど
の
よ
う
に
評

価
し
て
い
る
か
伺
う
。

（
実
施
中
の
施
策
…
①
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー

②
「
戦
国
の
館
・
掛
川
」
③
分
煙
室
の
設

置
④
南
部
周
遊
バ
ス
⑤
危
機
管
理
当
直
）

Q

ト
住
民
や
外
国
人
居
住
者
な
ど
に

対
し
て
も
ゴ
ミ
を
正
し
く
排
出
し

て
も
ら
う
よ
う
今
後
も
周
知
し
て

い
く
。
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市
内
の
現
地
を
視
察

　

各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
五
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
九
日
に

か
け
て
、
所
管
事
務
事
項
の
調
査
と
し
て
、
主
要
道
路
や
福
祉
関

係
施
設
な
ど
、
市
内
の
現
地
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

各
委
員
会
よ
り
現
地
視
察
の
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

企
画
総
務
部
、
消
防
本
部
、
出
納
局
、

監
査
委
員
、
選
挙
管
理
委
員
、
公
平

委
員
会
、
水
道
部
、
他
の
常
任
委
員

会
に
属
さ
な
い
事
項

経
済
建
設
部
、
農
業
委
員
会

福
祉
生
活
部
、
教
育
委
員
会
、
市
立

病
院

総
務
委
員
会

経
済
建
設
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

◆
所
管
事
項

　

総
務
委
員
会
で
は
、
小
笠
山
に
完
成
し

た
①
防
災
無
線
中
継
所
を
皮
切
り
に
、
今

年
度
の
課
題
の
中
か
ら
抽
出
し
た
十
五
ケ

所
の
現
地
視
察
を
行
っ
た
。

　

当
日
の
参
加
者
は
、
議
員
十
名
、
当
局

二
十
一
名
の
計
三
十
一
名
で
あ
っ
た
。

　

道
路
関
係
で
は
、
②
県
道
大
須
賀
掛
川

停
車
場
線
（
西
大
谷
）
③
南
北
道
（
積
水

ハ
ウ
ス
付
近
）
④
一
般
農
道
掛
川
高
瀬
線

（
岩
井
寺
・
上
板
沢
）
の
現
状
や
進
捗
状
況

を
視
察
し
た
。 

　

掛
川
市
の
今
後
の
事
業
の
予
定
候
補
地

と
し
て
、
⑤
袋
井
土
木
事
務
所
大
東
支
所

⑥
大
須
賀
交
流
セ
ン
タ
ー
用
地
⑦
掛
川
市

清
掃
セ
ン
タ
ー
解
体
跡
地
⑧
警
察
署
跡
地

を
視
察
し
た
。

　

水
道
関
係
で
は
、
菊
川
市
河
東
に
完
成

し
た
⑨
東
部
配
水
池
を
視
察
し
、
南
部
の

水
状
況
の
理
解
の
参
考
と
し
た
。

　

掛
川
市
の
経
済
に
活
気
を
与
え
て
く
れ

て
い
る
民
間
事
業
者
の
う
ち
、
⑩
ロ
ッ
ク

タ
ウ
ン
⑪
ヤ
マ
ハ
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
」

⑫
加
茂
花
菖
蒲
園
も
視
察
の
一
環
に
組
み

入
れ
た
。

　

こ
の
他
に
、
高
齢
者
施
設
の
⑬
く
に
や

す
苑
⑭
佐
束
公
民
館
、
最
後
に
⑮
緑
の
精

神
回
廊
（
竹
の
丸
）
の
現
状
を
視
察
し
、

駆
け
足
の
、
か
つ
強
行
軍
の
視
察
日
程
を

終
了
し
た
。

　

一
市
二
町
が
合
併
し
て
市
域
も
広
が
り
、

課
題
も
増
え
た
こ
と
を
実
感
し
た
。

　

視
察
の
結
果
が
課
題
解
決
に
役
立
つ
こ

と
を
大
い
に
期
待
し
た
い
。

総
務
委
員
会

小笠山に完成した防災無線中継所
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都
市
整
備
課

 

・
二
瀬
川
第
二
地
区
沿
道
整
備
土
地
区　

　

画
整
理
事
業
（
二
瀬
川
）

 

・
弁
財
天
川
河
口
公
園
（
沖
之
須
）

道
路
河
川
課

 

・
市
道
西
谷
田
梅
ヶ
谷
線
（
上
西
郷
）

 

・
市
道
郡
道
坂
線
（
初
馬
）

 

・
市
道
桜
木
中
横
断
線
（
家
代
・
細
谷
）

 

・
市
道
国
一
富
部
線
（
領
家
）

 

・
県
道
磐
田
掛
川
線
（
結
縁
寺
）

 

・
県
道
大
須
賀
掛
川
停
車
場
線
（
西
大
谷
）

 

・
県
道
中
方
千
浜
線
（
千
浜
）

 

・
県
道
相
良
大
須
賀
線
（
中
）

 

・
小
貫
川
（
佐
束
）

農
地
整
備
課

 

・
農
免
農
道
千
羽
八
坂
線
（
東
山
口
）

 

・
農
免
農
道
伊
達
方
公
文
名
二
期
（
東
山
口
）

 

・
一
般
農
道
掛
川
高
瀬
三
期
（
上
内
田
）

農
林
課

 

・
粟
ケ
岳
の
茶
文
字
（
東
山
）

 

・
東
山
い
っ
ぷ
く
処
（
東
山
）

建
築
住
宅
課

 

・
市
営
住
宅
原
谷
第
二
団
地
（
本
郷
南
）

商
工
観
光
課

 

・
上
土
方
工
業
団
地
（
土
方
）

下
水
整
備
課

・
農
集
排
上
内
田
処
理
施
設
（
上
内
田
）

　

完
成
施
設
の
見
学
、
設
備
、
機
能
、
稼

働
後
の
運
営
状
況
、
道
路
建
設
の
進
捗
、

南
北
道
路
と
し
て
の
位
置
づ
け
、
県
営
一

般
農
道
掛
川
高
瀬
線
、
大
須
賀
掛
川
停
車

場
線
の
計
画
、
推
進
を
主
に
地
域
農
業
振

興
の
農
林
課
、
道
路
河
川
、
都
市
整
備
、

建
築
住
宅
、
商
工
観
光
、
下
水
整
備
な
ど

今
度
の
建
設
整
備
計
画
を
つ
ぶ
さ
に
現
地

視
察
。
各
担
当
課
よ
り
説
明
を
聞
き
、
国
・

県
と
の
整
合
性
を
図
り
、
費
用
対
効
果
を

し
っ
か
り
見
極
め
、
そ
れ
ぞ
れ
事
業
規
模
、

総
事
業
費
、
完
成
期
間
も
把
握
し
委
員
会

に
反
映
し
て
い
く
。

　

当
委
員
会
の
所
管
す
る
諸
課
の
施
設

は
数
多
く
、
今
回
視
察
選
定
基
準
と
し

て
、
今
年
度
実
施
の
新
規
事
業
、
計
画
さ

れ
て
い
る
事
業
施
設
を
対
象
と
し
、
教
育

関
係
三
ヶ
所
と
福
祉
関
係
六
ヶ
所
を
五
月

二
十
五
日
、
梅
雨
を
思
わ
せ
る
雨
の
中
、

委
員
十
名
、
担
当
職
員
二
十
一
名
に
て
実

施
し
た
。

　

桜
が
丘
中
体
育
施
設
の
建
設
箇
所
並
び

に
内
容
説
明
を
皮
切
り
に
、
八
園
構
想
の

一
つ
で
あ
る
「
子
ど
も
広
場
あ
ん
り
」
で

は
、
広
い
園
舎
で
無
邪
気
に
遊
ぶ
元
気
な

子
ど
も
達
の
姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
四
月
に
開
設
さ
れ
た
「
上
内
田
ひ
ろ

ば
」
は
、
六
〇
数
組
の
親
子
会
員
登
録
が

あ
る
も
の
の
、
当
日
は
、
荒
天
と
視
察
時

間
が
十
時
頃
と
早
い
時
間
で
あ
っ
た
た
め
、

親
子
の
姿
が
見
ら
れ
ず
残
念
で
あ
っ
た
。

　

福
祉
関
係
の
精
神
障
害
者
通
所
施
設

「
み
こ
ち
」
で
は
、
一
生
懸
命
作
業
に
打
ち

込
む
通
所
者
の
姿
に
心
う
た
れ
る
も
の
が

あ
っ
た
。

　

老
齢
者
関
係
施
設
二
箇
所
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
入
所
者
の
自
主
性
を
重
ん
じ
た
介
護

内
容
に
満
足
し
た
。

　

教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
あ
ま
り

に
も
老
朽
化
し
た
建
物
に
唖
然
と
し
、
保

存
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
資
料
も
、
も
は
や

展
示
で
は
な
く
保
管
の
印
象
を
持
っ
た
。

　

午
後
は
、
大
東
地
域
の
新
旧
対
照
の
二

施
設
に
つ
い
て
視
察
を
し
た
。
ま
ず
、
大

東
図
書
館
で
は
、
開
館
後
の
利
用
状
況
を
、

大
東
体
育
館
に
お
い
て
は
、
安
全
性
確
保

に
努
力
を
要
す
こ
と
を
実
感
し
た
。

　

今
回
の
視
察
が
今
後
の
委
員
会
に
お
い

て
生
か
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

経
済
建
設
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

一般農道｢掛川高瀬線｣

4月に開設した「上内田ひろば」
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新
市
の
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

駅
前
再
開
発
を
初
め
と
す
る
事
業

計
画
の
検
討
を
行
う
。

　

一
市
二
町
の
合
併
に
よ
る
制
度

の
統
一
の
た
め
の
諸
条
件
の
検

討
、
さ
ら
に
は
市
の
財
政
問
題
を

踏
ま
え
て
、
調
査
・
研
究
す
る
も

の
で
あ
る
。

〔
委
員
十
名
〕

 

◎
堀
内 

武
治　

○
高
塚 

昌
彦

 

・
鳥
井 

昌
彦　

・
髙
木 

敏
男

 

・
桑
原
百
合
子　

  

・
山
本 

義
雄

 

・
内
藤 

澄
夫　

・
菅
沼 

茂
雄

 

・
水
谷 

陽
一　

・
松
井 

俊
二

南
北
道
・
幹
線
道
路

　
　
　
特
別
委
員
会

総
合
計
画・
駅
前
再
開
発

問
題
等
特
別
委
員
会

　特定な事件の審査や調査を行うために設置される委員会を特別委員会といい、それぞれのテーマに基づき、
中長期的施策の検討や提言を行います。
　今年度は、「病院問題特別委員会」「議会活性化特別委員会」「総合計画・駅前再開発問題等特別委員会」「南北道・
幹線道路特別委員会」「議会だより編集特別委員会」の五つの特別委員会を設置しました。
　ここでは、四つの委員会について、検討内容を紹介します。

( ◎委員長、○副委員長）
　

昨
年
度
設
置
さ
れ
た
「
広
域
行

政
問
題
特
別
委
員
会
」
か
ら
の
提

言
を
踏
ま
え
、
全
議
員
に
よ
り
、

総
合
病
院
の
抱
え
る
課
題
・
問
題

の
把
握
と
同
様
の
課
題
を
有
す
る

中
東
遠
地
域
の
各
議
会
と
も
意
見

交
換
を
行
い
、
新
病
院
の
建
設
を

目
指
し
て
調
査
・
研
究
を
行
う
も

の
で
あ
る
。

〔
委
員
二
十
九
名
（
全
議
員
所
属
）〕

 

◎
戸
塚 

正
義　

○
髙
木 

敏
男

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
委
員
会
か
ら
の
議
案
提
出
権

の
創
設
、
議
会
に
お
け
る
専
門
的

知
見
の
活
用
な
ど
、
議
会
の
機
能

強
化
と
自
主
性
が
図
ら
れ
た
。

　

本
市
議
会
に
お
い
て
も
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
よ
り
充
実
し
た

議
会
を
目
指
し
、
調
査
研
究
を
行

う
も
の
で
あ
る
。

〔
委
員
十
名
〕

 

◎
竹
嶋 

善
彦　

○
大
石
與
志
登

 

・
大
庭 

博
雄　

・
戸
塚
久
美
子

 

・
狩
野　

恒　

・
雜
賀 

祥
宣

 

・
鷲
山 

喜
久　

・
戸
塚 

正
義

 

・
鈴
木 

正
治　

・
河
住 

光
重

掛川市立総合病院の現状と課題について話し合う委員たち

大須賀掛川停車場線

病
院
問
題

　
　
特
別
委
員
会

議
会
活
性
化

　
　
特
別
委
員
会

　

早
期
に
整
備
を
完
了
さ
せ
る
必

要
の
あ
る
南
北
道
の
建
設
促
進
と

と
も
に
、
市
内
主
要
幹
線
道
路
に

つ
い
て
、
昨
年
度
の
同
特
別
委
員

会
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
て
、
整

備
方
針
の
調
査
研
究
を
行
う
も
の

で
あ
る
。

〔
委
員
九
名
〕

 

◎
水
野  

薫　

○
八
木
宏
之

 

・
佐
藤 

博
俊　

・
豊
田
勝
義

 

・
山
﨑 

惠
司　

・
石
山
信
博

 

・
加
藤 

一
司　

・
鈴
木
治
弘

 

・
東
堂 

陽
一
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　5　月
22日　●市議会全員協議会
        　 ●病院問題特別委員会
24日　●経済建設委員会現地視察
25日　●文教厚生委員会現地視察
29日　●総務委員会現地視察
31日　●南北道・幹線道路特別委員会
　
　6　月
   1日　●議会活性化特別委員会

   6日　●議会運営委員会
        　 ●議員懇談会
        　 ●病院問題特別委員会
   8日　●議会だより編集特別委員会
12日　●総合計画・駅前再開発問題等 
              特別委員会
13日～7月4日
        　 ●掛川市議会第4回（6月）定例会
15日　●議会だより編集特別委員会
19日　●全国市議会議長会定期総会（東京）
21日　●議会運営委員会
25日　●総務委員会協議会
        　 ●経済建設委員会協議会
        　 ●文教厚生委員会協議会

27日　●議会運営委員会
28日　●議会活性化特別委員会
29日　●病院問題特別委員会
        　 ●議会だより編集特別委員会

　7　月
   2日　●南北道・幹線道路特別委員会 
              現地視察
  9日　●総合計画・駅前再開発問題等 
              特別委員会
10日　●総務委員会協議会現地視察
11日　●議会だより編集特別委員会

議 会
日 誌

　

掛
川
市
民
大
学
の
大
学
院
生
と
し

て
市
政
の
状
況
を
知
る
た
め
に
初
め

て
市
議
会
を
傍
聴
し
ま
し
た
。

　

以
前
、
市
庁
舎
内
の
テ
レ
ビ
で
見

た
事
は
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
傍
聴

し
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

質
問
す
る
議
員
と
答
弁
す
る
市
長

及
び
担
当
部
長
と
の
や
り
取
り
が
非

常
に
迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
内
の
色
々
な
問
題
が
、
質
疑
応

答
で
議
論
さ
れ
市
の
方
針
が
決
め
ら

れ
て
い
く
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

偶
然
に
も
地
元
議
員
の
質
問
で
、

興
味
あ
る
問
題
が
出
さ
れ
、
ど
ん
な

答
弁
を
す
る
の
か
、
つ
い
メ
モ
を

取
っ
て
い
ま
し
た
。
市
議
会
で
は
、

市
政
の
色
々
な
問
題
点
を
取
上
げ
て

い
る
の
で
、
今
後
の
議
会
も
、
ど
ん

な
問
題
点
が
出
さ
れ
る
の
か
真
剣
に

見
守
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

以
前
、
静
岡
県
議
会
を
傍
聴
し
た

事
が
あ
り
ま
す
が
、
県
議
会
は
質
問

者
と
知
事
の
答
弁
の
答
え
が
出
来
上

が
っ
て
い
て
、
盛
り
上
り
に
欠
け
て

い
た
が
、
掛
川
市
議
会
は
そ
の
様
な

事
は
見
受
け
ら
れ
ず
内
容
の
あ
る
も

の
で
し
た
。

　

し
か
し
、
傍
聴
す
る
者
と
し
て

は
、
宮
崎
県
議
会
で
も
取
上
げ
ら
れ

た
一
質
問
ご
と
の
回
答
の
方
が
聴
き

や
す
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
次
回
の
市
議
会
に
も
ま
た

傍
聴
し
て
、
少
し
で
も
市
政
の
状
況

と
議
員
の
市
政
へ
の
関
わ
り
具
合
を

見
守
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
日
の
傍
聴
者
は
、
約
五
十
人
で

し
た
。
住
所
・
氏
名
を
記
入
す
る
だ

け
で
気
軽
に
傍
聴
す
る
事
が
出
来
ま

す
し
、
傍
聴
席
も
議
員
席
の
す
ぐ
後

ろ
で
、
議
員
と
一
体
感
が
あ
り
ま

す
。
一
般
市
民
も
せ
め
て
地
元
議
員

の
質
問
の
時
だ
け
で
も
是
非
傍
聴
し

て
、
市
政
に
関
心
を
持
つ
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
し
た
。

　

下
垂
木　

寺
崎 

茂
男

　

新
市
に
な
っ
て
三
年
目
、
ま
す
ま
す
市
議

会
の
役
割
は
大
き
く
、
今
年
度
は
市
議
会
特

別
委
員
会
が
五
つ
に
な
り
ま
し
た
。
市
民
の

皆
様
の
貴
重
な
ご
意
見
を
市
政
に
反
映
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
不
安
を
解
消
し
期
待
に
応
え

じ
っ
く
り
議
論
を
す
る
た
め
で
す
。

　

こ
の
「
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
」
も
特

別
委
員
会
と
な
り
ま
し
た
。
議
会
と
市
民
と

の
つ
な
ぎ
役
に
な
る
こ
と
の
課
題
は
、
今
ま

で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
お
り
、
委
員
も
気
を

引
き
締
め
て
会
議
と
原
稿
に
立
ち
向
か
っ
て

い
き
ま
す
。

委
員
長 

水
谷 

陽
一

5
日 　

本
会
議
（
議
案
の
提
案
説
明
）

13
日 　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

14
日 　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

18
日 　

本
会
議

　
　
　

（
議
案
質
疑
、
委
員
会
付
託
）・

　
　
　
　

常
任
委
員
会

20
日　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算
特

　
　
　

 

別
委
員
会

21
日　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算
特

　
　
　

 

別
委
員
会

28
日 　

本
会
議

　
　
　

（
委
員
長
報
告
、
質
疑
、
討
論
、

　
　
　
　

採
決
）

傍　聴　席

編
集
後
記

この議会だよりは資源リサイクル推進のため古紙配合率100％の再生紙を使用しています。

9
月
定
例
会
の
予
定

【編集委員】
(後列左から)
・大庭 博雄  委員　・東堂 陽一  委員　   ・桑原 百合子  委員
(前列左から)
・狩野　 恒  委員　・水谷 陽一  委員長　・豊田 勝義  副委員長
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